
のおとすれ
四国に春を告げるお遍路さん O

「春はお四国から」という言葉の通

り，木々の芽がふくらむにつれ，四国霊場第20番

札所「鶴林寺」を訪れるお遍路さんの姿も多くなり

ました o '89第225号 

3月号

世帯数  1，986戸人口 男 3，788 女 4，007

町民
計 

のうごき
7，795(平成元年 2月 1日現在) 

出生男  2女 3計 5・死t 男 O女 5計 5・転入男10女 9計 19・転出 男10女 9計 19 (平成元年  1月中)

広報かつうら 3月号 =225・平成元年 3月 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2 -251 H代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春のおとずれ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第225号� IJ込 Jコ つ� ら 平成元年� 3月1日 (2) 

iI，~さと創生の t 億円

みなさんの

お知恵・発想・ご意見を/

O O
実
施
期
間

事
業
の
内
容

補
助
金
制
度
と
異
な

っ
た
施
策
の

も
と
に
「
自
ら
考
え
、
自
ら
実
践

す
る
地
域
尋
つ
く
り
」
事
業
が
創
設

さ
れ
、
全
国
の
市
町
村
に
一
律
に

一
億
円
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
資
金
主
存
て
、
全
国
の
市

町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性

と
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
独
創
的
、

個
性
的
な
町
づ
く
り
、
地
域
，つく

り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
い
合
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

ハ 

ド
を
含
め
た
も
の
で
も
結
構

l
知
恵
比
べ
と
む
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

勝
浦
町
で
も
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
、
こ
の
一
億
円
を
有
効

に
使
い
、
町
の
活
性
化
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、

一
人
で
も
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
お
知

恵
、
ご
意
見
、
自
由
な
発
想
な
ど

お
気
軽
に
ご
提
言
下
さ
い
。

な
お
、
ソ
フ
卜
事
業
に
限
ら
ず

平
成
元
年
度
ま
で
に
、
町
の
自

で
す
。

。
ど
な
た
で
も
自
由
に
投
稿
下

支
」
、 

0 

0
書
き
方
は
自
由
で
す
が
、
必

ず
文
章
に
ま
と
め
て
ご
提
出
下

、
、
T
L
V

o 

J

rE
B

。
提
出
期
限
は
、
平
成
元
年
三

月
末
日
ま
で

0 

0
提
出
先

町
役
場
総
務
課

な
お
、
不
明
な
点
は
総
務
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
提
言
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

粗
口
聞
を
進
呈
し
ま
す
。

由
な
裁
量
の
も
と
に
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が

永
続
的
な
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
自
ら
が
知
恵
と
情
報
を
結
集

し
、
ふ
る
さ
と
創
生
の
起
爆
剤
と

な
る
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
国
の
補
助
制
度
の
あ

る
事
業
、
道
路
整
備
の
負
担
金
な

O

ど
に
充
て
る
の
で
は
か
自
ら
考
え

る
。
に
な
じ
ま
な
い
の
で
、
主
と

事
業
の
概
要

し
て
ソ
フ
ト
事
業
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

趣
旨

今
マ
ス
コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り

「
地
方
は
知
恵
を
だ
し
、
国
が

あ
ザ
り
れ
、
国
民
の
関
、
主
宰
と
な
っ

支
援
す
る
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

て
い
る
こ
の
事
業
は
、各
市
町
村
の

「自ら考え自ら実践する地域づく り」イメージ図E

¥、-

個性的 ・魅力的な

地域づく り施策の実施

人材の育成、むらおこし

ふるさと調査 地域間交流、国際交流、伝統文化の継承 各地域におい

住民の芳一見 ・発想 ビジョン策定
地域の主体性の確立 ・イメ ジづくり

地t量特産品の開発、地場産業の育成
て永続的な取仁二〉

などの提言� 地域情報化の推進、イベントの開催 り組みに発展

地域福祉サ ビス、健康づくり、生涯学習の推進

l億円

情報提供 ・技術的援助

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふるさと創生の1億円みなさんのお知恵・発想・ご意見を

MUS04
テキストボックス
提言について



カ為 つ ら(3) 平成元年� 3月� l日� 第225号

む農 山
ら本寸

路じき旦

ずコ

県
貯
蔵
用
果
実
品
評
会
に

県
果
実
口
問
評
会
が
二
月
九
日
、

徳
島
県
農
協
会
館
で
聞
か
れ
、
果

実
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
に
、
今

山
の
山
路
保
義
さ
ん
の
十
万
温
州

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
町

か
ら
は
、
昨
年
に
つ
づ
き
二
年
連

続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
山
路
さ
ん
以
外
め
本
町

的
年
産
果
高
糖
系

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

果
実
品
評
会

一
月
二
十
八
日
、
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
で
果
実
口
問
評
会
が
行
わ
れ
、

“
各
地
区
か
ら
九
十
三
点
の
貯
蔵
用
-

一
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
が
展
示
さ
れ
、

一
外
観

・
内
容

・
品
質
等
の
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の
方
々
が
選
ば

-
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

，
.
最
優
審
員

与
川
内
山
野

-
優
奏
貨 

忠
男

(
大
津 
4
号
)

保

義
さ
ん

山

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
グ

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
百
人
余

の
方
々
が
集
ま
り
、
ニュ 

で
、
小
松
島

・
勝
浦
地
区
農
村
担

い
手
む
ら
じ
ま
ん
交
流
大
会
が
行

一
月
二
十
八
日
福
祉
セ
ン
タ
ー

まし、
ん手
交

、流

l 大
コE

ン
ク
ラ
ブ
、
東
山
贋
さ
ん
(
中
角
)

の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
野
村
証
券
附
小
島

史
夫
先
生
の
記
念
講
演
や
事
例
発

表
と
し
て
、
本
町
か
ら
は
ニ
ュ

ー

グ
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
上
回
善
一
さ
ん

が
、「私
の
農
業
経
甲
昼
間
」
と
題
し
、

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
リ

こ
の
他
、
お
米
料
理
工
夫
展
な

ど
が
行
わ
れ
、
勝
浦
町
か
ら
は
、次

...事例発表をする上田さん

o
山
茶
花
生
活
霊
同
グ
ル
ー
プ 

(敬称略)

1¥園地の音 果実の部よ~ 十万単洲スタチ 高糖系

宮(与本JI皇室久日園連会長賞
|内)

大上郁子
徳島現知事賞

(中角・青島呆)

徳島県 岡本旦ー
談会議長賞 (久国)

瀬戸正彦
中央会会長賞 高(与山川内進) l石原・大埠4号)

福田明弘
県基果金実協生会産理出事有長伎賞定

(沼江)

関
係
者
の
受
賞
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

の
グ
ル
ー
プ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
今
山
た
ん
ぽ
ぽ
生
活
霊
同
グ
ル

D

!
フ

ク
ロ
ー
バ
ー
生
活
改
善
グ
ル

フ

l

(+
万 
)

大

本

治

山
本
カ
ヲ
ル

生

田

敏

(
青
島
)

中

村

清

志

士
口
井
義
浩

白
木
原

(古
田
)

三
崎
厚
克

藤
木
文
夫

(大
津
4
号
)

瀬
戸
正
彦

利
雄

抑 山� 1政 大青 岡宮坪
架 平鎌 上木 本本井

弓プ
 生 匝
夫

郁
子

一
郎

茂
市
"

栄豊秀
一久敏

成
に
関
す
る
こ
ル 

を
大
き
な
柱

と
し
て
、
ム
「後
盛
り
沢
山
の
行
事

を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
任
さ
れ
た
本
部
役
員
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

マ
委

員

長

山
田
善
章
(
坂
本
)

マ
副
奮
昌
長
中
漏
出
博
文
(
横
瀬
)
、

高
木
忠
(
与
川
内
)
マ
監

事

増

田
俵
二
(
久
国
)
、
花
岡
義
弘
(
中
角
)

マ
顧
問

西
浜
勝
巳
(
棚
野
)
、岡

本
富
治
(
黒
岩 
)

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ヒ-ムライフル
{¥ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講習日�  
Oあなだも撃ってみませんか。

;1p:(;:j;;京 、:

トリ 酒� E可島� ".t! '!tE.../ [ 1 

宅烈叶仰:，行

.νf長.煽員買克忘J:.一!川勾ω;子子:衿&2ι込山が1

...:，券長持� 2・n'以 

T

:均:芯:記民Uj'1必瓜;η靖� λ “イ，i. 
苦毛毛 勾"

今
月
は
、

3
月
日
日
出

日
時 
1
引
時 

3
月
白
日
出

日
時 
i
n時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
誘
い
合
わ
せ
の
上

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
農村狙い手むらじまん交流大会

MUS04
テキストボックス
競技の普及と選手の育成を強化委員会を結成

MUS04
テキストボックス
ビームライフル講習日



t第225号 カミ コ つ ら 平成元年� 3月1日 (4) 

さ
る
一
月
二
十
一
日
、
二
十
二

日
の
一
百
問
住
匡
福
柾
セ
ン
タ
ー

で
、
恒
例
の
芸
術
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
習
午
、
生
花
、
手
+
一
目
、

絵
画
主
と
広
く
町
民
か
ら
募
集
し

た
作
品
や
、
生
涯
学
習
の
学
級
生

の
作
品
、
ま
た
小

・
中
学
校
児
童
、

生
徒
の
作
品
六
白
点
余
り
が
展
示

の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

お
寿
司
。
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

品
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
も
好

評
で
、
手
作
り
の
ぷ
お
は
ぎ

さ
れ
ま
し
た
。

一
一
日
間
で
八
百
九
十
人
が
訪
れ
、

会
場
に
展
示
さ
れ
た
素
晴
し
い
作

¥~ 

H

企会場に展示された作品を一点一点、熱心に見て いました
や
か

A
花
と
野
菜
の
苗
即
売

企力作が並ぶ小学生の習字

砂
好パ
調ザ�  h
で |

し売
たれ

(

似
顔
絵

コ
ー
ナ
ー 
)

町
長
さ
ん
の
顔

う
ま
く
害
け
た
か
な
?

』
F 

ゆ
き ."¥.... 


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町芸術祭熱のこもった作品展示



(5) 平成元年  3月 1日 カ込 ずつ つ ら 第225号

税
金
に
感
謝
す
る

「
こ
ん
な
に
税
金
を
引
か
れ
て

い
る 
o
」
こ
の
言
葉
は
、
両
親
の
給

料
日
が
来
る
た
び
聞
か
さ
れ
て
い

た
。
だ
か
ら
自
然
に
、
税
金
に
対

し
て
の
偏
見
が
強
く
な
っ
て
い
た
。

け
れ
ど
、
両
親
が
こ
の
よ
う
な
言

葉
を
こ
ぼ
す
の
も
な
ん
ら
か
の
理

由
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
私
は
こ

の
こ
と
に
つ
レ
て
、
い
ろ
い
ろ
考

え
て
み
た
。

ま
ず
、
税
金
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
税
金

は
、
私
達
の
生
活
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
資
金
で
あ
る
。
学
校
で

使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
、
机
や
椅

子
、
き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
た
道
路
、

福
祉
施
設
な
ど
、
全
て
私
達
の

生
活
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
る
。

勝
浦
中
学
校
三
年

理
映
子

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
と
て
も

あ
り
が
た
い
も
の
な
の
に
、
ど
う

古
し
て
大
人
達
は
税
金
を
納
め
る
こ

山

と
を
嫌
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
、
税
金
が
無
駄
に
使
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
校
で
は
い
ろ
い
ろ
と
傷
ん
だ

も
の
が
目
に
入
る
。
壁
の
落
書
き
、

机
の
健
ガ
ラ
ス
に
入
っ
た
ひ
び
、

け
れ
ど
、
こ
の
よ
う
な
傷
は
、
み

ん
な
の
家
に
は
見
ら
れ
な
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
学
校
だ
と
自
分
が

お
金
を
出
さ
な
く
て
も
、
も
と
通

り
に
な
る
と
い
う
考
え
が
、
み
ん

な
の
頭
の
中
に
あ
る
か
ら
だ
と
思

う
。
も
う
少
し
私
達
が
大
切
に
物

や
扱
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
で
心
細
い

思
い
を
し
て
い
る
お
年
寄
り
ゃ
、

仕
事
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
人
達

な
ど
、
全
て
の
人
々
が
、
も
っ
と

幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
は
ず
で
あ

る
。
自
分
達
の
納
め
た
税
金
で
、

み
ん
な
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
の
な

ら
、
納
税
者
達
は
不
満
も
な
い
だ

ろ
う
。

で
愛
。
ふ
れ
愛
。
め
ぐ
り
愛
川

7 
p-

会
で
は
、
出
会
い
の
揚
の

提

供

と

い

う

こ

と

で

、

年

に

※

ボ

ー

リ

ン
グ

一
回
交
歓

会

を

実

施

し

て

(

末

広

い

ま

す

。

※

め

ぐ

り

愛

パ

ー

テ

今

回

も

多

彩

な

内

容

で

(

ホ

テ

ル

東

急

イ

ン

)

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、 

，

日

時

女

-R

平

成

元

年

三

月

五

日

(

各

種

ダ

ン

ス

等 

ム
各
種

めぐり愛パーティー'89 

l

内

容

け
れ
ど
つ
い
最
近
、
自
衛
隊
と

警
窓
谷
口
の
不
祥
事
が
、
あ
い

つ
い

で
起
こ
っ
た
。
自
衛
隊
、
筈
察
と
い

え
ば
、
税
金
を
基
に
し
て
活
動
し

て
い
る
団
体
で
あ
る
。
そ
の
人
達

が
、
目
の
前
で
苦
し
ん
で
い
る
人

を
目
離
し
た
の
だ
。
そ
の
た
め
に
、

救

っ
て
あ
げ
れ
ば
助
か
る
命
も
助

か
ら
な
か
っ
た
。
誰
の
不
注
意
か
ら

起
っ
た
事
故
に
し
て
も
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
命
今
寺

4

っ
て
ほ
し
か

っ

た
。
こ
の
事
故
で
、
多
く
の
人
が

悲
し
ん
だ
だ
ろ
う
し
、
税
金
を
納

め
て
い
る
人
達
は
、
自
分
の
納
め

た
税
金
を
も
っ
と
有
意
義
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。

今
、
世
間
で
は
減
税
、
減
税
と

騒
が
れ
て
い
る
。
税
金
と
は
、
収

入
か
ら
一
定
の
割
合
で
納
め
る
も

の
だ
が
、
一
人
当
た
り
の
負
担
は
、

か
な
り
重
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

け
れ
ど
、
こ
の
豊
か
に
見
え
る
日

本
で
も
、
税
金
を
基
に
し
て
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
、
ま
だ
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る

と
思
う
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
た
め
に
も
、

私
達
が
税
金
を
無
駄
に
し
て
は
な

ら
な
い
の
な
税
金
に
対
し
て
、
も
っ

と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
っ
か
。

プ
ラ
ザ
ボ
!
ル 
)

ィ
ー

園、4
だ

u

) 

会

費 

・7

・

対
象
者

d
z 

*
ふ
れ
愛
ず

男

性

四

千

円

町

内

の

方

は

、

午

前

十

時

女
性
三
千

円

に

役

揚

u

十

2
2 

二
十

歳

以

上

の

独

身

青

年

交

歓

会

実
行
委
員
会
事 

2
5
m山

男

女

務

局

ま

で

委

、
〆

外

い

事

し

反

出
賢
一
一
巳

-

以
し
知

用

達

二
花F
j

山別
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

申
込
み
方
法
は
、
役
場
内

。

清

恥

市

二

歌

山

転
し 

嚇
伽
斗
削
恥
か
・ 

ぱ

利

含

る

断

泊

i

U
U

r
k

剖
ラ
一

曲
戻

一
地
厳

県

転

律

一 
~
一一 農

て

府

で

法

社 

一司
り
山一
一
に

い

道

い

は

す

・

和

川

一畠
戸

f
-vvp

K

E

一
れ
ヤ沖

W
J

エ
ルι山

川
沖
砂

U e

・島
沖
川
出
川 

川
崎
斗
貯
引 

μ
制

作

子

。 

一
め

つ

都

な

為

ま

裂
か 

，
一
守

転

大

を

す

っ

M 
m
山

即

日

前

政

側

凡

山

内

t
宅

ど

こ 
J

る
農
よ
河
肥 
l
J

必

一
司
↓

一
組
出
一

花

る

産

司

り

な

一
由
民
『
一

地

ゆ

水

許

た

に

襲

一
処
法

一一
周

わ

林 

っ
と 

一
λ

。
-
一

農

い

農

す

売

こ

一
川
壮
一

良

、

、

ま

に
る

一
一
江
氏
一

優

る

り

し

め

れ

o

野

地
¥
転
川
刊
に
の
土
〈
め
は

畑

骨

川

仁

は

桝

恥

1 

1

1
リ

i

t

D

農
蹴
配
d
u

一
叩
均
一

、
す
お
と
た
ら

一
事
担
一

は

換

て

要

の

せ

一
年
比
一

で

転

け

必

用

罰

一
町 

4
一
法

に

設

を

転

一
町
北
一

地

途

を

可

、

り

/
t
i
v

一
古
田
一¥

農

用

限

許

り

な

の
制
の
た
と

元
宝
塚
ス
タ
ー

大

い

に

ご

参

加

下

さ

い

。

瀬

戸

内

美

八

シ

ョ

み
ん
を
で
踊
ろ
う

l

MUS04
テキストボックス
中学生の税に関する作文優秀作品税金に感謝する

MUS04
テキストボックス
農業委員会だより無断転用は法律違反です



月 日 平成元年�  3 月� 31 日 恰)

地 区 場 所 時 問 地 区 場 所

石原 ・ 沼江 沼江センター 午前� 9 : 00-9: 50 tJi. キ; 坂 本 集 会 所

今山 ・山西 ・掛谷 生比奈農協 午前10: 00-10・50 ノド士反 坂 本 事 業 所

中 角 農村婦人の家 午前II : 00-11・50 与川内 与川内卒業所

皇 石υa 勝浦 会館 午後� 1・00-1: 50 樹� i*-Ii 勝浦町 J~品協

皇 谷 星谷集会所 午後� 2・00-2 : 50 中� LLI 中山公会立

生 名 生名センター 午後� 3 : 00-3 : 50 棚野・立川 棚貯公会堂

..11...".1..... '1'・...1.....'...... .・‘ ....... .1.・・11..

O

い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。
五 

レ
ム
で
白
血
球
減
少
、 

λ
む
レ

ム
で
悪
心
、
順
一
吐
、
三
ハ
む
レ
ム

....10 1'.1.....'..... ..".... 11 -..11 10....'11.....s .....1'....・，'....，'，U.'....I"..，，'-・・・・a ・� 

形
発
生
は
妊
娠
二
か
月
ま
で
な
ら

一
一
五
ム
位
で
も
起
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
妊
娠
し
て
い
る
か
も

知
れ
な
い
人
は
、
そ
の
旨
を
医
師

に
伝
え
て
下
さ
い
。
正
し
い
使
用

予
想
が
国
際
保
健
機
構
か
ら
出
て

を
す
れ
ば
、
医
療
用
放
射
線
は
特

別
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
他
の
放
射
線
検
査
も

大
体
同
じ
で
す
。

す
。
安
心
し
て
検
査
を
受
け
る
事

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
放
射
線
の
量
の
単
位
が

今
年
の
四
月
か
ら
レ
ン
ト
ゲ
ソ
、

レ
ム
が
シ 
l
ベ
ル
ト
、
グ
レ
イ
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
胎
児
の
奇

変
わ
り
ま
す
。

O

一
レ
ム
と
し
て
)
五
ハ
む
回
、
胃

の
検
査
な
ら
五 

回
受
け
る
事
に

X

い
の
で
す
が
、 

線
検
査
に
は
ど

O X

植
物
)
は
、
皆
さ
ん
も
御
存
じ
の

通
り
地
球
上
の
放
射
性
物
質
問
日

(
カ
リ
ウ
ム
)
と
、
宇
宙
線
を
少

量
(
年
間

0
・
一
レ
ム
程
度
)
受

け
な
が
ら
共
存
し
て
い
ま
す
。

一
レ
ム
、
胃
の
透
視
で

一
回
一 

し
か
し
最
近
で
は
、
特
に
原

レ
ム
位
で
す
。
全
身
と
局
部
被

子
炉
と
医
療
に
よ
る
被
爆
が
問
題

爆
で
は
異
な
り
ま
す
が
、
単
純
に

U

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

は
っ
き
り
い
っ
て
放
射
線
は
少

写
真
で
は
毎
日
続
け
て
こ
貝 

・

し
で
も
余
分
に
浴
び
な
い
方
が
良

計
算
し
て
白
血
球
の
減
少
は
局
部

病
気
は
ま
ず
、
予
防
が
肝
心
で

-

線
量
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、

胸
龍
子
真

一
回
で 

0
・
0
五
J
0
・

nQA致
死
線
量
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
病
院
の

......・'I，，II.・・..... ...I......U.'.... 11.白� 

O

...11，..・...1'.. ..1.....'1 ......・.........1...... ，.，
 1....1 ..・，� ...11..............，，1...


E
a源
周
篇
射
線
に
つ
い 

τ

私
達
地
球
に
住
む
律
鞠 

(動
物

・

で
脱
毛
、
無
月
経
、
不
妊
、
七 

レ
ム
で
一 

O 

白 内 防� 
皮膚のかいよ う� 

被保険者証更新 の 日 程表

勝
浦
病
院
放
射
線
技
師

う
し
て
も
最
少
限
の
線
量
は
必
要

で
す
。
一

般
に
い
わ
れ
る
レ
ン
ト

ゲ
ン
線
量
と
、
レ
ム
線
量

(
生
物

に
与
え
る
影
響
)
は
大
体
同
じ
量

で
す
。
伺
レ
ム
を
全
身
に
一
度
に

浴
び
れ
ば
ど
う
な
る
か
、
大
体
の

放
射
線
影
響
と
し
き
い
線
量 

*
印
は
長
時
間
に
わ
た
る
被
ば
く

(慢
性
被
ば
く
)
で
そ
れ
以
外
は

短
削
聞
の
被
は
く 

(告
佐
椛
ぼ
く
)

の
場
合
の
線
量
。 

現
在
使
っ
て
い
る
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
、

三
月
三
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、
四
月
一
日
か

ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証
で
な

け
れ
ば
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
日
程
の

と
お
り
各
地
区
に
係
員
が
で
む

，.・・・......'1......11........11"・� h 

き
更
新
い
た
し
ま
す
の
で
、
現
在

使
わ
れ
て
い
る
被
保
険
者
証
を
ご

持
参
下
さ
い
。

な
お
、
被
保
険
者
の
方
で
異
動

(
出
生

・
死
亡

・
転
入

・
転
出

・

他
の
保
険
加
入
等
)
が
あ

っ
た
場

合
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
役

場
窓
口
で
手
続
を
し
て
下
さ
い
。 

*
* 

しきい線量

50レL、

100レム以上 
  
300レL、
 
700レL
為

300レム-350レム

300レ.L>.

300レL‘
10レム以上

100レL‘
1 .500レム

第225号 カミ Jコ つ� ら 平成元年 3月1日 (6) 

松� 

l崎

正

↑専

2，000レム以上

l問~~ 響

白 血 球 減 少 �  
悪心�  .u国� ltf: 
50%致死線 iil 
100%致死線量�  
皮ふの�  4工 f;!I 
月見 毛� 
無月経，不妊�  

胎児の奇形発生� 
月古児の発育遅延� 

※久同地区は町役場で行います。

※ 石原自江地区の方は，石原センターから沼江センターに変更します。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
医療用放射線について

MUS04
テキストボックス
国民健康保険者証の更新をお忘れなく
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瀬
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橋
本
茂
雄
さ
ん
(
横
瀬
)
へ
|
|

l
i
l
i
-
-
-
-
-
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
I

1

1

1

1

1

1

1

-

-

-

l

L 

l
l
i
-
-
-

ー
ー
」

横
瀬
小
学
校
児
童
代
表
V

3月のくらし

ヲシポイYト暢報	

石原地区に
¥多目的研修集会施設完成� 

色あられ
月あかりをつけまし ょぼんぼりに・� ...β

ひなまつりに手作りの三色あられを作ってみては
いかカミて。しようカ、。

・材料 	 あられ� 400g 砂糖 もち米� 2合
ピーナ� γ ツ適量 水あめ� 350 g 

水少々

・作り方

①あられ ・もち米を煎る。

すば

② 水あめ ・砂糖をわかし，溶けたら，刻んだピーナ

ンツを加え，つづ いてあられ ・もち米も加え ，

やく型に流し込み，育のりを少々ふる。
 

米利用料理工夫展今山たんぽぽ生活改善グループ出品作品から)

と
も
に
、
交
通
事
故
に
会
わ
な
い

よ
う
自
分
自
身
、
も

っ
と
努
力
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
じ
さ
ん
、
毎
日
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
寒
い
日
が
続
く
と
思
い
ま

す
が
、
体
に
気
を
つ
け
て
、
か
ぜ

な
ど
ひ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

私
た
ち
横
瀬
小
学
校
児
童
の
登
校

一

さ
る
一
月
二
十
九
日
、
横
瀬
小
学
校
で
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

一

一
し
た
。
そ
の
中
で
「
感
謝
の
つ
ど
い
」
と
し
て
交
通
安
全
で
永
年
お 

↑

一
世
話
に
な
っ
て
い
る
橋
本
指
導
員
へ
卒
業
を
前
に
、
児
童
代
表
か
ら

一

一
次
の
手
紙
に
花
束
を
添
え
送
ら
れ
ま
し
た
。

一

橋
本
さ
ん
は
十
七
年
間
交
通
指
導
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

の
様
子
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

六

年

山

口

麻

里

そ
の
他
、
町
内
に
は
児
童
、
生

Z

交
通
整
理
の
お
じ
さ
ん
、
私
た

ー
ち
の
た
め
に
毎
日
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

冬
の
寒
い
日
や
雨
の
日
な
ど
は
、

特
に
大
変
だ
な
あ
と
、
い
つ
も
思

い
ま
す
。
で
も
お
じ
さ
ん
は
、
そ

ん
な
そ
ぶ
り
を
全
く
見
せ
ず
に
、

毎
朝
、
大
き
な
声
で
私
た
ち
に

「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
お
じ
さ
ん

の
元
気
な
声
と
顔
を
見
る
と
今
日

も

一
日
が
ん
ば
ろ
う
と
言
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

横
瀬
小
学
校
の
児
童
は
、
お
じ

さ
ん
が
い
る
お
か
げ
で
、
毎
日
交

通
事
故
に
も
あ
わ
ず
に
、
安
全
に

学
校
へ
来
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
が
登
校
す
る
時
間
帯
は
通

勤
の
車
、
パ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
通
行
量
が
あ
り
と
て

も
倍
阪
で
す
。
私
は

一
年
企
古
い
っ

し
ょ
に
集
団
登
校
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
は
、
十
分
に
交
通
安
全
に

は
気
を
つ
け
て
い
る
つ
も
り
で
す

が
、
登
校
班
全
体
と
な
る
と
十
分

に
注
意
が
い
き
わ
た
ら
な
い
場
合

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
毎
日
、
交

通
指
導
に
立
っ
て
く
だ
さ
る
お
か

げ
で
、
本
当
に
安
心
し
て
、
横
断

を
定
を
わ
た
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

横
瀬
小
学
校
の
児
童
全
員
球
諦
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
お
じ
さ
ん
の
ご

指
導
に
、
あ
ま
え
て
い
る
ば
か
り

で
な
く
、
私
た
ち
も
、
も
っ
と
交

通
安
全
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
話

し
合
っ
た
り
し
て
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
と

徒
の
交
通
安
全
を
願
っ
て
、
阿
波

勝
浦
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
奉
仕

活
動
と
し
て
、

中
角
馬
越
で
は
滝
口
良

一
さ
ん

西
岡
農
協
前
で
は
近
藤
茂
明
さ

ん
が
、
立
し
よ
う
指
導
さ
れ
て
い

ま
す
。

交
通
指
導
を
受
け
て

h
F

元
気
に
登
校
す
る
児
童

昭和63年度新農業構造改善事業で石原地

区に建設中の集会所カ¥平成元年� l月10日

に完成しました。

事業の概要

。総事業費� 1，400万円

。構造・規模 鉄骨造平屋建� 119. 7lm2 

i

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
毎日ありがとう横瀬小学校から橋本茂雄さん（横瀬）へ



第225号� カミ つ ら 平成元年 3月1日 (8) 

仁二1くらしの中の人権仁二コ
A

県
下
中
学
生
代
表

二
年

F

り
ま
し
た
。
で 

平 
'h

孟
回
会
あ
る
ん
え
」
、
「部

U

ザコ

健康のつどい

2. 

趣 旨 勝浦川のせせらぎを聞

きながら，楽しく走り健康，体力

づくりをする。

日 時�  3月12日(日� )

午前 91侍から� 

3. 場所

勝浦中学校グラウンド集合

4. 	 種 目�  

2キロ 小学生低学年

家族マイ ペース� 

(家族で完走を目的とす

るもの� ) 

3キロ ノl、学生高学年以上� 

5キロ 中学生以上� 

10キロ 中学生以上

5. 	 参 加 料 無 料

6 	 参加資格 各コース完走できる健

康な人

7. 	 その 他 応急処置以外の責任は

負いませんので，健康状態に充分

注意して出場してください。

今まで毎月� 6日から� 5日間と ，� 20日か

ら 5日聞の計10日間実施していましたが，� 

3月から次の日程表のとおり実施します。

毎月10日から5日間・ 25日から5日聞

なお，農村婦人の家の老人風巴は従来

のとおりです。健康のためにも皆さんぜ

ひご利用下さい。

附れなミ� iLr妻老人風呂田程表� 

1日� lム� 111日� 10 1 21日� 

2日 |ム I i2日� 1 0 1 22日� 

3日 |ム I 13日� 1 0 1 23日� 

4 日 |ム I14日� I0 I24日� 

5日|ム�  I15日| ム� I25日� 

6口� I16日 |ム I26日� 

7日� I17日 |ム I27日� 

8 日� 1 18日 |ム I 28日� 

9日� I19日| ム� I29日� 

10日� I0 I20日 I30日

O
一O
一O
-O
一O

憤j幅老人動、の京� :0正n10日-14日.25日-29日(10日間)
終村対人の家ム印� i日-5日.15日-)9日(10EJ問)
※月略 目は休みのため.繰り上げ 日程になります。� 
※)f-J1日一� 3日は休み ます。

落
に
生
ま
れ
て
か
わ
い
そ
う
や
な

あ
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
今
と
て
も
幸
せ
で
す
。

母
は
、
私
が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
悪

い
こ
と
を
し
た
と
き
に
は
、
と
て

も
厳
し
く
し
か
る
人
で
し
た
。
で

も
、
テ
ス
ト
の
成
績
が
ふ
る
わ
な
く

て
、
私
い
か
落
ち
込
ん
で
い
る
と
き
な

ど
は
、
と
て
札
偽
わ
し
く
慰
め
て
く
れ

ま
す
。
私
が
、
学
校
で
あ
っ
た
出

来
事
な
ど
を
話
す
と
、
い

つ
も
そ

ば
に
来
て
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
私

生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
、
私
は

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

(

一

し
く
な
い
。
悲
し
く
な
ん

か
な
い
。
」

私
は
、
部
落
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら

仲
良
し
だ

っ
た
友
だ
ち
に

「
の
む
(
地
名 
)
の
子
は
、

あ
ほ
ば
っ
か
り
お
る
ん
ち

ゃ
う
ん
」
、
「
部
落
ゃ
け
ん

「
同
情
な
ん
か
し
て
ほ

い
と
思
っ

ヘ

同

和

問

題

意

見

発

表

か

ら 
¥

T
-
W J 

差
別
の
な
い
世
の
中
へ


に
と
っ
て
、

一
番
よ
い
話
し
相
手

で
す
。
父
は
、
私
を
あ
ま
り
し
か

っ

た
り
し
ま
せ
ん
が
、
「
素
直
な
子
に

な
れ
よ
」
と
、
言
う
の
が
口
ぐ
せ

で
す
。
私
自
身
は
、
勉
強
も
好
き

で
、
テ
ス
ト
前
な
ど
は
、
両
親
に

言
わ
れ
な
く
て
も
、
自
分
で
進
ん

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
で
主
時
々

失
敗
を
し
ま
す
。
そ
の
時
は
、
次
こ

そ
は
が
ん
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
ふ
う

に
育
っ
て
こ
れ
た
の
も
、
両
親
の

お
か
げ
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
も

私
が
、
対
象
地
域
以
外
に
生
ま
れ

て
い
た
ら
、
私
の
両
親
は
、
私
を

こ
こ
ま
で
厳
し
く
育
て
て
く
れ
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
を

見
て
、
「
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
と
い

う
、
友
だ
ち
の
同
情
の
気
持
ち
を

許
せ
な
い
の
で
す
。
部
落
に
生
ま

れ
た
人
な
ら
、
同
情
を
許
せ
な
い

私
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
私
は
、
よ

り
多
く
の
友
だ
ち
に
私
の
気
持
ち

を
分
か

っ
て
も
ら
え
た
ら
、
ど
ん

な
に
う
れ
し
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
同
憎
す
る
気
持
払
手
持
っ

た
友
だ
ち
が
一
人
で
も
少
な
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
部
落
に
生
ま
れ
た
人
だ

け
で
な
く
、
身
体
障
害
者
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
を
持
つ
人
を
見
て
、

「
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
と
い
う
同

情
の
気
持
ち
を
持
た
な
い
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
障
害
を

持
つ
人
々
も
、
み
ん
な

一
生
懸
命

に
牛
安
、
て
、
辻
す 
4

れ
て
き
て
よ
か

っ

た
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る

尋
十
せ
だ
、
自
心
、
え
る
よ
う
な
社
会

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に

同
情
の
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
間

A 違
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
が
、

部
落
に
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た

と
思
う
よ
う
に
、
彼
ら
も
、
何
か

生
き
る
喜
び
を
見
付
け
、
生
ま
れ

て
き
た
こ
と
を
、
き
っ
と
幸
せ
に

感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
私
は
同
情
す
る
気
持

ち
を
持
ち
た
'く
あ
り
ま
せ
ん
。
同

情
す
る
気
持
ち
よ
り
、
ま
ず
そ
ん

な
人
た
ち
と

一緒
に
行
動
し
、
障
害

の
手
助
け
を
し
て
あ
げ
ら
れ
る
人

に
な
り
た
い
て
す
。
そ
れ
が
障
害
者

に
と

っ
て
一
番
う
れ
し
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

一
人

だ
け
が
幸
せ
に
な
る
の
で
は
な
く
、

み
ん
な
が
生
き
る
喜
び
を
持
ち
、

部
省
略 
) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権

MUS04
テキストボックス
第9回健康のつどい勝浦川マラソン大会

MUS04
テキストボックス
横瀬老人憩いの家3月から老人風呂の日程が変わります



4(9) 平成元年� 3月� l日� カゐ コ つ� ら 第225号

O O
申

込

書

保
険
期
間

ミま
p

a 泊 § 

、、

T
γ 

: 
+ 
T
γ 
γ 

γ 
γ 

+ 
γ 
γ 

+ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 
γ 

f
γ 

+ 
γ 

γ 
γ 

γ 

+ 
γ 

γ 
γ 

γ 
γ 
γ 

γ 
γ 

(1111""'"ν小小1'μl川リ削� 

; 勝浦土地改良区から� 

< .:鴎SI医IiliC m~~謂嘉義腕属重連.. J

{・E箇霊園E幽圃tIfPl!ll，，~ 

d 畑総農道関係者のかたで，未だ負担金を納付� t 

していないかたは，納期が� 3月6日(月 ) 、� 

1ています。納付期限を過ぎると督促手数

四
月

一
日
か
ら

一
年
間

ミミ己G

三
月
一
日
か
ら
三
月
二
十

日
ま
で
の
問
、
固
定
資
壁
課

税
台
帳
を
無
料
で
閲
覧
す
る

に
資
産
を
売
買
さ
れ
た
方
、
地
目

変
更
、
家
屋
を
新
増
築
、
改
築
、

取
得
等
を
さ
れ
た
方
は
、

一
度
確

か
め
て
下
さ
い
。

縦
覧
場
所

勝
浦
町
役
場
税
務
保
険
課

縦
覧
時
同

就
学
援
助
制
度
に

関
す
る
お
知
せ

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
が

募集種目 二等陸 ・淘 ・空士

受付期間 常時受付 ・毎月採用� 

応募資格 18歳以上25歳未満の者

身分 特別職国家公務員

給与 初任給� 115，800円

諸手当�  ボーナス年� 3回

退職手当(2年間で437，000円，次の� 

2年間で944，000円)

衣・食・住は無料支給又は貸与

※詳しくは徳島地方連絡部小松島分駐所� 

Tel (08853) 2 -6961又は役場住民福祉課まで

お気軽にお問し、合わせ下さし、。

平

日
土
曜
日

い
る
家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
家

庭
は
、
医
療
費
、
給
食
費
、
学
用

品
費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

一
、
前
生
度
又
は
当
該
年
度
に

同
生
活
保
護
が
停
止
又
は
廃

止
と
な
っ
た
。

仲
間
民
税
の
減
免
を
受
け
た

か
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

同
国
民
年
金
の
掛
金
又
は
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
を
受

ナ
た
。

同
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
。

一一
、

一
以
外
の
者
で

こ
と
が
で
き
ま
す
。

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

午
前
中

課
税
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
す
る
期
間
で
す
。
特

ご
家
族
ぐ
る
み
で
変
通
事
J
t備
え
ま
し
は
う 

小
町
民
交
通
傷
害
健
1
J
 

J
vーイ
帆

崎

、

i
v
v
p帆
， 

J
H 

O

交
通
事
故
が
家
族
に
も
た

保

険

料

ら
す
影
響
に
は
多
大
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
も
、

い
つ
事
故
に
出
合
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
万
一
に
備
え
、

一
口
四
百
八
十
円
(
一
人
二

口
ま
で
)

た
だ
し
四
月

一
日
現
在
、
保

育
所
の
幼
児
、
幼
稚
園
児
、
小

・

中
学
生
に
つ
い
て
は
、
町
が
半

額
負
担
を
し
ま
す
か
ら
、
一
人

二
百
四
十
円
と
な
り
ま
す
。
(
こ

の
場
合

一
人
二
口
ま
で
加
入
で

き
ま
す
が
、
町
が
負
担
す
る
の

は
一
口
分
で
す
0
) 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

ょへノ。

同
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、

日
一雇
労
働
者
を
希
望
し
、
求

職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

刊
前
年
の
収
入
が

一
定
額
以

。
申
込
窓
口

。
申
込
受
付 

EB 


一
委
員
会
事
務
局
ま
で
、
お
問
い
合

料と年

となっ

j 
~ 14.6%の延滞金が加算されまずから，期日まで� ; 

に必ず納付してください。なお，滞納者を出し� j 

i た地区関係者全員に連帯責任として，滞納過怠� i 
j 金を徴収します。?�  

: ※延滞期問が長い場合は，土地敢良法及び国� ! 
; 税欄徴収駒例例にヰ山より帰滞納糊処分舵を行いま肘す。� ? 

z川川I 

O

o

役
場
住
尽
福

祉
課

三
月
三
十
一

日
(
金
)
ま
で

別
紙
折
込

保
険
金
請
求
書
類

申
請
書
提
出
期
限
立
刑
期
分
)

用
紙

下
で
あ
る
。
等 

特
に
必
要
な
も
の
は
、
管
内

加
入
申
込
書
を
切
り
取

警
察
及
び
自
動
聖
安
全
運
転
セ

ン
タ
ー
の
発
行
す
る
事
故
-
証
明

書
で
す
。
自
転
車
の
自
損
事
故

等
ど
ん
な
軽
微
な
事
故
で
も
警

察
に
届
出
を
し
て
下
さ
い
。

一

平
成
元
年
四
月
五
日
(
水
)

一
な
お
、
詳
し
く
は
勝
浦
町
教
育

り
、
記
入
押
印
の
う
え
持

参
し
て
下
さ
い
。 

も
わ
せ
下
さ
い
。 

6窃沿泊

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
固定資産課税台帳の縦覧

MUS04
テキストボックス
お知らせご家族ぐるみで交通安全に備えましょう町民交通傷害保険

MUS04
テキストボックス
勝浦土地改良区から昭和63年度畑農道賦課金（負担金）の納付について自衛官募集



0)(1~; 225号 yう込� ザコ� つ� ら 平成元年� 3月� l日

わ
た
し
の
作
品

〈短

歌

命
運
の
強
き
に
野
山
蘇
り
幾
重
の

病
の
消
え
し
此
の
坂

坂

本

谷

富

士

廃
園
の
説
明
会
の
果
て
し
夜

一
人

帰
り
ぬ
時
雨
ふ
る
道

坂

本

新

居

普

父
母
の
い
ま
す
古
里
老
い
ま
せ
る

身
に
穏
や
か
な
冬
で
あ
れ
か
し

横

瀬

日

下

克

子

仰
ぎ
見
て
同
じ
心
の
人
の
住
む
星

を
探
し
た
寂
し
い
夕
べ

横

瀬

田

中

久
子 

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ

吾
が
前
を
八
十
選
手
走
る
映
像

横

瀬

桂

木

武

男

保
冷
車
の
大
き
な
口
に
吸
い
込
ま

る
高
原
野
菜
市
の
花
形

横

瀬

錦

内

常

一

鴨
の
峡
の
し
じ
ま
を
破
る
と
き
落

葉
は
吾
の
足
を
、
に
ら
す

横
瀬
康
安
美
枝
子

も
み
じ
葉
も
ま
れ
と
な
り
た
る
雲

の
下
朝
の
虹
は
淡
く
ゆ
れ
お
り

横

瀬

比

留
間

一

バ
イ
ク
音
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
新
聞

と
牛
乳
ヤ
ク
ル
ト
届
け
ら
れ
来
る

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

咳
く
祖
母
の
背
中
撫
で
い
る
末
娘

長
き
黒
髪
優
し
く
ゆ
れ
て

横
瀬
桜
木
千
代
子

助
け
合
う
余
裕
な
ど
な
き
我
が
生
掛
け
て
ゆ
く
大
根
白
き
脚
の
ご
と

活
贈
賄
の
記
事
恨
め
し
く
読
む
ふ
く
よ
か
に
陽
に
恥
ら
い
て
い
る

横

瀬

谷

翠

山

棚
野

広

井

貞

代

常
連
と
思
え
る
客
の
目
と
会
い
て
手
作
り
の
白
菜
の
香
の
噛
む
ほ
ど

時
雨
る
街
に
コ
ッ
プ
酒
飲
む
に
さ
く
さ
く
さ
く
と
広
が
り
て
ゆ

中

山

山

下

房

雄

く

棚
野

殿

川

早

苗

ハ寺� 

舗
装
路
を
か
ら
ま
り
駆
け
て
来
る
こ
う
じ
米
の
洗
い
し
汁
が
淀
み
い

落
葉
ラ
イ
ト
の
中
に
と
び
込
み
て
て
芹
の
根
元
に
薄
氷
張
る

来

る

中

山

溝

内

喜

美

代

立

川

掘

梅

子

頂
き
し
合
同
歌
集
を
読
み
返
し
教
大
君
の
在
す
御
庭
に
奉
仕
せ
し
過

は
る
こ
と
を
ひ
か
へ
て
置
き
ぬ
去
を
偲
び
て
一
課
溢
る
る

中
山

栗

城

絹

棚
野

英

見

独
り
来
て
渓
聞
に
咲
け
る
白
梅
の
弱
き
身
の
吾
を
気
使
う
夫
の
眼
を

薫
り
親
し
む
余
生
の
中
に
意
識
し
お
れ
ど
知
ら
ぬ
振
り
す
る

棚

野

谷

新

太

郎

掛

谷

斎

藤

重

子

縦
の
木
は
山
を
埋
め
る
紅
葉
に
染
雲
一
つ
な
き
小
春
日
の
屋
上
に
軽

ま

ず

己

の

色

を

保

ち

ぬ

患

者

出

て

日

向

ぼ

こ

す

る

棚

野

島

っ

と

む

沼

江

大

岡

梅

子

宇句Y守ヲ� 

球
根
を
埋
め
し
は
昭
和
の
秋
な
り

て
元
号
変
り
咲
く
黄
水
仙

横

瀬

稼

勢

，せ� E 次団は 先り写表 送

まヲ空 襲匂� 

a匙 L 

時
間

午
後
七
時
三
十
分
J

書
午
後
九
時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

ソ
ヨ
ト
ボ
ー
ル


公
認
審
判

認
定
講
習
会

〆ヘ
時

午
後
七
時 

毒 事
器 禁高差�  {hta 

大"笑
学.-主，E

窓忍� 

短
歌
学
級

三
月
十
一
日
(
土
)

J

種
・
三
種
〉

時
同

午
後

一
時 

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

三
月
五
日
(
日 
)

三
月
十
日
(
金 
)

三
月
二
十
四
日 
(金
)

午
後
九

j

日場

所

午
前
八
時
三
十
分
j

八
万
中
学
校

※
詳
し
く
は
町
教
育
委
員
会
事
務語

局
ま
で
。

時図
書
室

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
月
七
日 
(火
)

三
月
十
七
日 
(金
)

¥』

2 !P @)~V為
@昌議 a 

壱� :61・i 
αJ.. ，メ』、ω'、

広
夫

稼勢臨支善

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品



平成元年� 3月� 1日 カミ J ご〉 つ ら 第� 225号� 

日
�
 八
月
一
二
十
一
日
ま

@
@
@
@
G
G


幼
児
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反

応

検

査

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・

J

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

j

接
種

J

日
�
 平
成
元
年
一
月
三

四
歳
未
満
の
子

。
第
一
期
一
か
月
ご

第
二
期
第
一
期
終

J

午
後
一
時
三
十
分
�
 二

とと
こ
ろ

該
当
児

)-(l
 

と

き 乳
児
健
康
診
査

き

三
月
十
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 
J

二
時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
十
月
一

十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子

持
参
す
る
も
の

・
母
子
手
帳

乳
児
健
康
診
査

三
月
二
十
四
日
(
金
)

と
こ
ろ

該
当
児

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
五
月
一

で
に
生
ま
れ
た
子

持
参
す
る
も
の
・
母
子
手
帳

と

き

と
こ
ろ

該
当
児

J

三
月
二
十
二
日
(
水
)

午
後
二
時
�
 三
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ノ
1
1

二
歳と

に
三
回
�
 

O
了
後
十
二
か
月
か
ら

十
八
か
月
後
に
一
回

接
種

料

金

無

料

※

母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
し

た
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

と

き

三
月
六
日
(
月
)

午
後
一
時
三
十
分

二
時
三
十
分

勝
浦
町
住
里
福
祉
セ
ン

タ
ー

昭
和
六
十
二
年
一
月
一 J

と
こ
ろ

該
当
児

日
�
 十
二
月
三
十
一
日

。料� 

J

月 日� H寺 間 場所 内 答 �  

3月8日(村 午前� ]0時-]]時 30分 坂本集会所� 0検尿� 

0血圧測定� 

0栄養相談� 

0その他� 

健康に関� 

する相談� 

3月16日(ね 午後� l時30分-3時� ~凶山ノムktE〉、at 
3月]6日(村 午後� l時30分-3時 棚1可'集会所� 

3月20日(月) 午後� l時30分-3時 横瀬集会所� 

3月23日附 午後� l時30分-3時 星谷集会所

3月23日附 午前� 10時-]]時30分 勝浦会館

3月27日開) 午後� l時30分-3時 久国公会堂

巡
回
健
康
相
談

自
覚
症
状
が
な
け
れ
ば
、
つ
い

健
康
と
思
い
が
ち
。
し
か
し
、
高

血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
成
人
病

は
無
症
状
で
進
行
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
健
康
担
談
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。

料
金
は
、
無
料
で
す
。

健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

O O

ま
で
に
生
ま
れ
た
子
及

び
四
歳
未
満
で
ま
だ
受

け
て
い
な
い
子

金

無
料

母
子
手
帳
、
印
縄
問
診
票

(
六
日
に
お
渡
し
し
ま
す
。
)

を
ご
持
参
下
さ
い
。

O
丈
夫
な
骨
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
五
十
歳
代
後
半
か
ら
六
十

歳
代
に
か
け
て
、
骨
関
節
系
統
の
病

気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代

表
的
な
病
気
は
、
骨
粗
し
よ
う
症

で
す
。
こ
れ
は
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ

ム
が
脱
失
し
て
、
骨
が
軽
石
の
よ

う
に
穴
が
あ
き
、
も
ろ
く
折
れ
や

す
い
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。

O
骨
を
丈
夫
に
す
る
に
は
次
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

を
当
て
る
。
(
皮
膚
で
ピ
タ
ミ
ソ

D
を
つ
く
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

①
カ
ル
シ
ウ
ム
と
た
ん
ぱ
く
質
を

同
時
に
補
え
る
牛
乳
を
毎
日
一

本
欠
か
さ
ず
に
飲
む
。

②
小
魚
、
海
草
、
大
豆
製
品
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
と
る
。

③
日
光
浴
で
皮
膚
に
軽
く
紫
外
線

※
三
月
八
日
(
水
)
午
後
一
時
三

十
分
J
二
時
三
十
分
ま
で
、
勝

浦
町
住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
判

定
及
び
陰
性
著
に
は
B
C
G接

種
を
行
い
ま
す
。

( 


吸
収
し
や
す
く
す
る
)

④
軽
い
体
操
や
散
歩
な
ど
運
動
を

十
分
に
。
(
運
動
で
骨
に
物
理
的

な
刺
激
を
与
え
て
、
は
じ
め
て

強
い
骨
が
つ
く
ら
れ
る
)

※
日
ご
ろ
か
ら
丈
夫
な
骨
を
維
持

し
、
骨
折
ら
ど
で
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ι4?
寸，
。

きたみねまもるくん

巡回健康相談日程表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康幼児ツベルクリン反応検査

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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第225号 カ込 Jコ つ ら 平成元年 3月 1日 

A
1

月
刊
日

1
2
月
刊
日

)l(
 

大

-v
字生申〈

字字
中三
村議

平
田

大
字
坂
本
一
鴻
本

字字
中棚
瀬野  
~ 

目IJ
田

大

合
同
お
誕
生
お
め
で
と
う

健
志
/
長
男

陽
子
¥
真

治
/
長
女

照

代

¥

千

実
/
長
男

博
美
¥

一

¥
大
字
三
渓
字
僅州問

/

石

井

町

増

井

建

太

薄
墨
今
日
子

ご
結
婚
お
め
で
と
う

竹

林

功

さ

ん

(
生

大
形
覚
次
郎
さ
ん
(
久

梯

衛

さ

ん

�

 
(横

国
清
一
治
さ
ん
(
星

稼
勢
静
雄
さ
ん
(棚

匿

名

(

横

瀬野谷瀬国名

オ
月
間
日

1
2
月
日
日

戸
籍
の
窓

"
こ
ざ
い
ま
し
た


善
意
あ
リ
か
と
う


(敏称略〉
士
山成 秋 

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

大
字
久
国
字
馬
場
大
形
千
代
(
但
歳
)


大
字
概
野
字
桧
岡
演
ハ
ツ
ヱ
(
位
歳
)


大
字
坂
本
字
原
本
上
崎
伸
一
郎
(
お
歳
)


大字
概瞬
間字仮家
堺

幸

子

�

 (
位
歳
)


大字
棚
野
字
仮
家
稼

勢

龍

蔵
(
剖
歳
�
 
)

日
制
踊
り
教
室


大
字
星
谷
字
宮
原
岡

ツ

ル

�

 (ω歳
)


大
字
生
名
字
石
屋
谷
英
二
(
邸
歳
�
 
)


n

〆〆一一¥ 〆~一、\

阿大上大
字字
沼三

南江勝淡
字字
山田

市 路町浦

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

谷

俊
二
さ
ん
(
生 0r{jp命

¥ー

、-

紅谷横池
露添畠田

蒜議会
名 和 音千 知
子 人明由

講
し
ま
す
。(
手
芸
・
緩
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

こ
参
加
下
さ
い
。

勝
浦
会
館
三
月
行
事

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

3
日
樹
習
字
教
室

5
日
間
生
花
教
室

6
日
間
篠
教
室

7
日

ω
着
付
教
室

幻
日
嗣
手
芸
教
室

幻
日
開
篠
教
室

8
日
附
踊
り
教
室
�
 

9
日
同
手
芸
教
室

日
日
間
篠
教
室

日
日
制
踊
り
教
室

同
日
嗣
手
芸
教
室

口
日
幽

習

字

教
室

初
日
開
生
花
教
室

幻
白
川
川

着
付
教
室
�
 

q 

A 

夜間救急当番表 3月定例心配ごと相談 
3 月 2 日

4 日

6 日

8 日

10日

⑫日

14日

16日

18日

20 日

22日

24 日

@日

28日

30日

赤岩医院  

勝 浦病院  

上勝 診療所  

勝浦 病 院  

山西 医 院  

勝浦 病 院  

湯浅 医 院  

勝浦 病 院  

赤岩 医 院  

勝浦 病 院  

上勝診療所  

勝浦 病 院  

山西 医 院  

勝浦 病 院  

湯浅 医 院  

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-3027 

2-2555 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-302ア 

2-2555 

2-2003 

日 時 3月3日(針

午前10時一午後 3時

内 容 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センター 2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせ下さ い。 )

一飼い犬は必ず
つないでください-

*オミクを野犬にしないで*

不用犬買い上げ日 
3月 8日(水)成犬 300円 

平日 午後 6時~翌朝午前 9時 3月15日(水)小犬 100円 
休日 午後ア時~翌朝午前 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




